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入していない群をnS群 (n-58)､挿入した群を S群 (n-63)とし､これらでの臨床的背景や
勝炎の発症率などを比較検討した｡ERCP後肝炎は全体で11/121例 (9.1%)発症し､S群では8
例 (12.7%)､nS群では3例 (5.2%)で発症率には有意な差は認めず (p=0.21)､男性における





静 文 事 査 椿 具 の 要 旨
本研究は膳管内乳頭粘液性腺漆に対する縛液採取施行例での勝炎予防に対して勝管ス
テントは効果がない可能性を示唆した｡また､男性および主勝管拡張を静めない症例に
ぉいては､挿管ステント挿入によりERCP後藤炎の頻度が増加することを示した｡近年､
ERCP後肺炎予防に関して挿管ステントの有用性が報告されているが､その適応に関し
ては明確な基準が示されていないことから､本研究はその適応に関して重要な知見を得
たものとして価値ある業凍であると静める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると静める｡
